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は　 じ　 め 　 に

　 わが 国 の 食 料 自給 率 は先 進 諸 国 の 中で もか け離 れ て 低 く，

1965 年 に 73％ （カ ロ リ
ー

べ
一

ス ） で あ っ た もの が，毎 年 1％

の 割 合 で 低
．
ドを続 け、】999 年 に は 40％ に ま で 落 ち込 ん で し

ま っ た 1｝．そ の 後現在 に 至 る ま で 辛 う じて 40％ を維持 し続

け て い る．穀物 （飼料穀物を合む）の 自給率 は さ ら に 深刻

で，27％〜28％ に ††ん じて お り，食料の 大部分 を 外国産 の

農産物 に 依存 して い る．

　 こ の よ う な状況 の 下 で，2002年 に 中国 か ら輸 入 さ れ た 農

作 物 か ら残 留 基 準 値 を 超 え て 農 薬 が検 出 され た とす る報 道

が 連 「iの よ うに 繰 り返 さ れ，消 費 者 を 食 品 に 対 す る 「残 留

農薬恐怖症 」 に 陥れ，大 き な社会問題 に 発 展 した ．ま た，
こ れ ら の 輸 人 農 作 物 か ら，残 留 基準 値 を 設 定 して い な い 農

薬 が 多種 類検 出 され る こ と も明 らか に な っ た が，残留 基準

値 を設 定 して い な い 農薬や 農作物 に つ い て は，基 準値違 反

と して 取締 ま る こ とが で きず，食品衛生 法の 不備が 浮 き彫

り に な っ た．こ れ ら の こ と を き っ か け に し て ，厚生 労 働省

で は 2003 年 5 月 に 食品 衛生法 を 大幅 に 改 定 し，2006 年 5

月末 ま で に 『ポ ジ テ ィ ブ リ ス ト制度 」
2 ）

（残留 基 準値が 設 定

さ れ て い な い 農薬等 が
一

定 量以 上 含 ま れ る食 品 の 流 通 を原

則 と して 禁 止 す る制 度 ） を導 入 す る こ と と した．こ の 制 度

に よ り，農 作物 の み な らず，飲 料 水 や 加 L食 品 に 至 る全 て

の 食品 に 対 し，全て の 農薬 と飼 料 添 加 物 や 動物 用 医薬品 の

残 留を 規 制 ・管 理 す る こ と と した．

　
一

方，H 本 へ の 農 産 物 輸 出国 で あ る 中 国 で は 、地 域 差 は

か な りあ る もの の ，近代化が 急速 に 進 み，食料の 増産 も達

成 さ れ，生 活 水準が 大幅 に 向 ヒした．こ れ に 伴 っ て 食料事

情 が一変 し，穀 物 生 産 中心 の 農業 か ら蔬菜生 産 へ と 中国 の

農 業政 策の 変更 が行 われ，『量 か ら質」へ と転換 が 図 られて

い る．消 費地 に 近 い 都市近 郊の ，生 産 意欲 の 高い 生 産者ほ

ど農 薬 を 使 用 す る よ う に な り，虫 食い 跡 や 病斑 痕 が な く見

掛 けの 良 い ，商品 価 値 の 高い 農作物 を 作 る 努力 が 始 め ら れ，

日本 な ど海 外 に も大 量 に 輸 出 され た．し か し，残念 な が ら

中 国で は，わ が 国の よ うに 農業改良普及所 や 農業協同組合

組織 の よ う な，農業生産者 に 対 す る栽培 技 術 や 農 薬 安 全 使

用 法等 の 指導体制が まだ t’分 整 っ て い る と は言 い 切 れ な い，

この 結 果，一
部の 生産者に よ っ て 無 秩 序 に 農 薬が 使用 され，

輸 入作 物 の あの 「残 留 農 薬 汚 染 事件 」 が 発 生 して し ま っ た．

　 1卜国 の 役 人 の
一

部 に は，日 本政 府 に よ る 冷凍 ほ う れ ん 草

の 「輸 入 白粛 勧 告」 に 対 し，chlorpyriphos の ホ ウ レ ン ソ ウ

に 対 す る 日 本 の 残 留 基 準 値 0．01ppm が 不 合 理 で あ り，「緑

色 貿易障壁 」（各種安全基準な ど を口実 に した，先進国 に よ

る，発 展途 F．国 に 対 す る 非関 税 貿易障壁 ） で あ る と して 反

発 して い る人 もい る．一
方，わ が 国の 消費著の 中に は，中

国産 の ホ ウ レ ン ソ ウ に は
．
毒性の 強 い 農薬が た くさん 入 っ

て い て 食べ る と中毒 に な る 1と誤解 して い る 人も多 い，

　中国 で は ど の よ う な 農薬 が 使 わ れ，そ れ が ど の よ うに 管

理 され て い るの で あ ろ うか．農 薬 安 全 使 用 基 準 や 食 品 安 全

体制 は と
’
の よ う に な って い るの で あ ろ うか，各種統計資料

が 不完 全 で あ り，欲 しい 情報の 人 手が 困難で は あ る が，先

達 た ちの 多 くの レ ポートや 論 文 を も と に，こ れ ら の 疑 問に

つ い て 模 索 して み た い．
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L 　中国産農作物 の 農薬残留実態

　図 1 は，2002年 2 月か ら 6 月に か け て ，雑賀技術研究所

に 持ち込 まれた 食品 の うち中国か ら輸入 され た 食品に つ い

て ， 表 1 に 示す，同国内で 使用さ れて い る と され る 29 農薬

の
一

斉分析結 果 の
・
部 を ま とめ た もの で あ る．大 部 分 は 残

留基準値以下で あ っ た が，こ の う ちの 48％ の 試料 か ら何 ら

か の 農薬が検出 され，ま た，同
．
試 料 か ら 5 種 類 の 農 薬 が

検 出 さ れ た 例 も m ％ 強 あ っ た ．
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検出あリ　 214件 （48％ ）

図 L 農 薬検 出件 数．

　図 2 に は検出 され た 農薬 の 種類 と検出率を 示 した，こ れ

に よ る と， cypermethrin や fenvalerate等 の pyrethrin系の 農薬

が ， 全 体 の 113−−lf4の 試料か ら検 出さ れ て い る，こ の こ と

か ら，中国に お い て も比較的毒性 の 低い 農薬を中心 に 使用

して い る こ と が うか が え る．しか し，methamidophos や

omethoate 等の 有機 リ ン 系 の 農薬 も 10〜20％ 検 出 され て お

り，さ ら に ，parathion，　 carbofuran ，　 monocrotophos 等 の

LD50 値 が 10mg 〆kg を 下回 る よ う な 農薬 も数 ％ 検出さ れ て

い る
3）．こ の 状 況 を 見て も，中国 の 農業生産現場で の 農薬

使 用 の 多 様 性 を うか が い 知 る こ とが で き る．

2． 中国農業の事情

　 近 年 の 中 国 の 農 業 政 策 を振 り返 る と，生 産 性 の 悪 い 従 来

の 人民 公 社体 制 （土 地 の 集 団 所有 制 に よ り集 団 で 耕 作 し，

農 作 物 の 政 府 買 Eげ ・販 売 ・収 益 分 配 を行 う制 度 ） を 1978

年 に 改 め，請 負 制 度 （農 民 に 農 業 税 を 課 し，農 産 物 を 義 務

供出させ るが，一定 量 を超 過 した もの は 個 人 裁 量 口∫と す る）

を 導人 した．こ の 結果，農民 の 生 産意 欲 が 向上 し増 産 を 果

た した が，政府が 買 い Eげ る 個人 裁量 農産 物 が急 増 し ， 財

政赤字を来た した，こ の た め，1985 年か ら契約栽培制度 に

表 1，巾国 国 内使 用 iこ要 29 農 薬

HCH （BHC ）

DDTacephatealdrinendesu

］fan

quinalphos

chlorpyrifos

chlorpyrifos −methyl

dichlorvos

dicofol

cyha ］othrin

cyfiuthrincype

  ethrin

dimethoate

dje］drinparathionparathion

−methyl

fenitrothion

fenvalerate

fenprepathrin

pcrmcthrin

malathionmethamidophos

monocrotophos

captanisocarbephos

cndrinemetheate

carbofuran
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図 2．農薬 別検 出率．

改 め た と こ ろ，農 村 に 余 剰 労 働 力 が 大 量 に 発 生 して しま っ

た．こ の 労 働 力 を吸 収 す る た め，保 護 的 買 付 けや 労 働 集 約

的高品質作物へ の 転換 な どの 処 置 を とった ．こ の 結 果，高

品質野菜の 増産 が達 成 され ， 日本 向 け 輸出 が 急 増 し，日本

に よ るセ ー
フ ガードの 発 動 等の 国際 トラ ブル が 発 生 した ．

　中国 は 2001 年 12 月 に WTO に 加 盟 し，そ の 農業政 策 は

量 か ら質へ と大 き く転 換 した が，そ の た め 都市部 と農村 と

の 所得格差 が さ ら に 拡 大 し
4），．一

転 して 穀 物 の 大 量 輸人 時

代 へ と突入す る 可能性 が 大 き くな っ て し ま っ た，ま た 農作

物 に 関わ る 評価基 準等を，欧米 や 日 本の そ れ と早急 に 揃 え

な け れ ば な ら な くな っ て しま っ た．

　中国 で は政策的に農 民 の 都市部へ の 移住を抑制 し て い る

た め，農業，農民，農政 に 関わ る 各種 制度の 改革 が 急が れ

て い る．

　 表 2 に 凵 本 と 中 国 の 農業 に 関 わ る 数字の 比較 を示 し た ．

中国 の 国 ：k面積 は わ が 国 の 約 25 倍，耕地面積は 約 30 倍で

あ る が，農 家 戸 数 は約 80 倍 で あ り，一
戸 あ た りの 耕地 面 積

は わ が 国 の 約 1．6ha に 対 し，中国 で は 約 0、6ha と 日 本 の 平

均 面 積 の 112以 ドに し か 過 ぎ な い ，しか もこ の 80％ 以 ヒが

O．6ha 以 下の 専業 農家で あ る
4）

と の こ と で あ り，平均的農家

の 貧困 さが 推 察 され る．中 国政 府 も こ の 事態 を重視 して お

り，従来 の 食糧増 産一・辺 倒 の 政 策 か ら 『適地適作」 を 徹底

し，耕作 に 適 さな い 傾 斜 の 急 な 土 地 を 元 の 山林 に 戻 す 「退

耕還 林』
4 ）

お よ び，寒冷
・乾 燥 した 上地 を 元 の 草原 に 戻す

「退 耕 還 草 」 政 策 を実 施 して い る．ま た，都市近郊地域や 沿

海 部 で は，穀 物 中 心 の 農 業 か ら 疏 菜，果 樹，花 卉，畜産等

へ と転 換 し，食 料 の 安 定供 給 と 農家の 増収促進 へ の 方向転

換 を 始 め た
5〕．こ の 結 果，地理 的 に 有利 な 山東省 を 中 心 に

日 本へ の 野 菜 の 輸出 も急増 し，い まや 日 本 は 中 国 農 産 品 の

輸出先 と して 最 大の rf∫場 と な り，中国総輸出額の 30％ に ま

で 上昇 して しま っ た
S）．

3． 中国の農薬事情

3．1．残留基 準値設 定農 薬 と使用 禁止農薬

中 国 衛 生 部 （厚 生 労 働 省 相 当 ） と農 業 部 （農 林 水 産 省相

N 工工
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表 2． 日中 農業 規模 比較

中国 凵 本 　　中囘／ 日本

人 H 　 　 　 　 約 13 億人 　 約 L3 億 人

国 tt面積　　　　 960 百万 ha　 38 百 万 ha

農耕地 　 　 　 　 　 ］551
’iJi　ha　 51

’
1
’
ノ∫ha

農家 戸 数 　 　 　 　 246 百万戸 　 　 3 百万戸

｝i
’ii

り耕地 面 績　 　O．6　ha　 　　 　 1、6ha

穀物 自給 率　 　　 　95％　 　 　　 　 28％

i〔〕

25．53182

（［，383

．4

’ll
） は，食品 衛 生法第 9 条 （1998年制定） に よ っ て 食品 中

の 198農 薬 等 の 残 留 基 準 値 を設 定 して い る
f’〕．セな 内 容 を

抜 粋 して 表 3 に 示 す．こ の う ち 6農 薬 （aldicarb ，　 dich［or一

表 3．残留 基準値 設 定農 薬抜 粋 堆

・検 出不 ，1∫　（7農 薬）

ジ ク ロ ル ボ ス 　 食用油

パ ラ チ オ ン 　疏 菜，ス イ カ

ホ レ ー
ト　食 川 油，疏 菜，ス イ カ

ジ メ トエ
ート　 食用油

マ ラ チ オ ン　食 用油，疏 菜，ス イ カ 〔原糧 ？ ，8ppm ）

フ ェ ニ トロ チ オ ン　 食 用 油

ア ル ジ カ ル ブ 　食用油 （落花生 油，綿実油）

LUOYYIPPMOOS

カ ズ サ ホ ス 　 ｝．1』藷，柑 橘

一

フ ェン チ オ ン 　 食用 油

リ ン デ ン 　 牛乳，乳 製 品

、＝ 似旦PP皿

フ ォ レ ート　穀 類

モ ノ ク ロ トホ ス 　稲

エ トプ ロ ホ ス 　落花生

シハロ ト リ ン 　綿実油

イ ソ カ ル ボ ホ ス 　柑 橘 果肉

・高濃度基準

キ ャ プ タ ン ： ス イ カ 15ppm ，イ プ ロ ジオ ン ： 梨 10PPm ，

果菜類　5ppm ，マ ラ チ オ ン ：原 糧 （雑穀 ・乍類 ？）　 8ppm ，
フ ェ ニ トロ チ オ ン ：穀 類 　5ppm ，ビ ン ク ロ ゾ リ ン ： 果 菜 類

5ppm ，疏 菜類 5ppm ，プ ロ モ プ ロ ピ レ ー
ト ：柑 橘，梨

5ppm ，カ ル バ リル ：糧食 （籾 ？）　 5ppm ，プ ロ パ ル ギ ッ

ト ：柑橘，梨　5ppm ，マ ン コ ゼ ブ ：小 粒 ス イ カ 　5　ppm ，
フ ェ ン ブ タ チ ン オ キ サ イ ド ：柑橘，梨 5ppm ，ク ロ ル メ

コ
ー

ト ：原糧　5ppm

＊ 文献 6 ）よ り筆 者選抜
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表 4．使 川 禁 止農 薬 一覧 表 ＊

● 全 て の 作物 に使用禁 1ヒ農薬

HCH ，　DDT ．　camphechlor ．　dibromochloropane ，　chlordimefbrm ．

EDB ，　nitrofen ，　aldrin，　dieldrin、　mercury 　compQunds ．砒 酸 鉛 ・酢酸

鉛類，故 枯 双 （？），fluoroacctamide．　gliftor，　tetramine ，　sodium

fiuoroacetate，　silatrane

● 蔬菜，果 樹，茶，漢 方 薬 に使用禁 IL農 薬

methamidophos 、　parathion−mcthy ］．parathion，　isofenphos−methyl ，

tcrbufbs．phosfo］an −mcthyl 、　sulfbtep ．　demeton．　carbofuran 、　aldicarb 、

ethoprophos ，　phosfolan．　coumaphos ，　fonof（〕s，　isazofbsjヒnamiphos

● 茶 に 使用 禁 止農薬

dicofo1，　色 n、
「
alerate

＊ 中華 人民 共和 国 農 業 部 公 告　 第 1991J
−

（2002 年 5 月 24

凵 ） よ り

vos ，　 dimethoate，　 fenitrothion，　 matathion ，　 Cphorate ）の 3 食

品 （食用 油，ス イ カ，疏 菜） に つ い て の 基 準値は 『検出不

可』 で あ り．parathion は ス イ カ と 蔬菜 の み 『検 出不可 」 と

して い る，こ の ほ か 残留 基準値の 厳 し い 農薬 は，cadug ．　afos

の 柑橘 と 甘藷で 0．005ppm ，次 い で fenthion の 食用 油 と 1in−

daneの 牛乳 と乳 製 品 が 0．Olppm で あ る．中国の 食生 居 習慣

を 反 映 して，食 用 油 と ス イ カ に は概 して 厳 しい 数 値が 適 用

され て い る．

　表 4 に は 中 華 人 民 共 和 国 農 業部 公告 199 号に 記 載 され て

い る 使用 禁止 農薬を 示 した．全 て の 作物 に 使用禁 lllの 農薬

で は ，わ が 国 と 同 様に HCH 〔BHC ），　 DDT ，　 aldrin ，　 dieldrin，

mercury 　compounds ，砒 酸鉛 ・酢酸鉛等が 見受 け ら れ る．一

方，使用 制限が あ る 農薬で は coumaphos ，　 fonofos，　 metha −

midophos ，　 parathion，　 terbufos 等の 有機 リ ン剤が 並び．非有

機 リン 剤は aldicarb と carbofUran の 2 剤が 入 っ て い る の み で

あ る．また 茶 に は dicofol．　fenvaterateの 2 剤も使用 禁止 と さ

れ て い る．

　 3．2．農薬の 生産量 と 使用 量

　 2003 年 の 中国 農薬生 産 量 は 86．3 万 t，346 億 元 （1 元 ≒

13 円 ） こ の う ち 殺 虫 剤 が 約 45％ ，殺 菌 剤約 6％ ，除 41剤 が

約 20％ で あ っ た．東南ア ジ ア 等 へ の 輸出は 27 ．4 万 t で 蔚年

よ り 23％ 増加 して い る
6 ／

との こ とで あ る．

　使用 面 で は，高付 加 価 値 作 物 の 栽 培 が 盛 ん に な って い る

こ と に 伴い，育苗段 階 で用 い る殺 菌剤の 需 要 が伸 びて い る．

ま た，栽培規模の 拡大に よ り，除草剤 の 需要 も伸 び て い

る
（’；

と の こ と で あ る．さ ら に ，環 境 汚 染 や 農 薬 の 毒性 に 国

民の 囗が 向 け ら れ る よ う に な り，methamidophos ，　 monocro −

tophos ，　 parathion，　 parathion−methyl 等 の 急 性毒性値 の 高 い

農薬の 需要が 低下 し，acephate や abamectin の よ うな低 毒 性

で 効果 の 高い 農薬の 需 要 が 伸 び て い る
fi・1．
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4．中国政府の 食 品 安全体制

　中国 の 食品 安 全 に 関す る 指 導思 想 は，  公衆 の 健 康水準

の 向 上，  就業 の 促進 と農民収 入 の 向 上，  中国食 品 産 業

の 国 際競争力 の 強化 で あ る．こ の 思 想 に 基 づ き，2003年 に

食 品 薬 品 の 監 督 調 整 機 関 と して 食 薬管理 局 を設 置 した．ま

た，2003 年 7 月 に 「食 品 薬 品 安 心 1．1程 実 施 方 案 」 を，こ の

食薬管理 局 の ほか に ，公安部，農業部，商務部，衛生 部，
工 商総 局，質検 総局，海 関総署 の 8 部局 が 共 同 で 公 表 した ．

こ の ほ か 鉄道 ・交通 管理 部，環境局等 もそ れ ぞ れ の 立 場 で

食品安全 に か か わ っ て い る．こ の よ うに，中国で は食品 安

全 に 係 わ る業務は 多 数 の 部局で 実施 され て い る
7 ），しか し，

中心 的な 役割を 果 た して い る の は 質検総局，衛生 部 ，農 業

部 で あ る，

　質検総局 （国家品質監 督検 査 検疫総局） は，全 国 35，000

人を 垂直管理 し て お り，全国の 港や 空港，貨物集積地等 35

の 直 属 の 検 査 検 疫 局 （CIQ ），282 分 枝 局 ，452 実験室 を

持 っ て い る．ま た，輸出入 食品 ・動植物等 の 検査検疫 を
一

元 管理 して い る ほか，国家の 認 可認 証 業務 や 国家標準 ・基

準 の 権 限 も掌握 し て い る最大 の 部局 で あ る
S〕，

　農業部で は，農業部農薬検定所，中国動物用医薬品監察

所 等 を 直 轄 し，農 畜 水 産 物 の 栽 培 ・飼 育 ・養殖牛 産 過 程 に

お け る食 品 安 全 に か か わ る 業務 を 主 管 して い る，主 要 な 食

品安全対策は 『無公害食品行動計画』を中心 に 実施 して い

る が，地方 に直属 の 組織 を持 っ て い な い．こ の た め ，省政

府 の 農業庁や 地区 ・市 ・県政府の 農業局を通 じて 政策 を実

施 し て お り，末端 ま で 浸透 し に くい
S），

　衛 牛部 で は ，食品衛生 法 に よ り全国の 食品衛生 監 督業務

を主 管 し て い る．業務 を 実施 して い る 組織 は，衛生 部衛生

監督中心 と 中国疾病予防控制で あ る が ，衛生 監督中心 は 経

済面 と 監 督が 主 な 業務 で あ り，技術面で は 中 国疾 病 予 防 控

制 が 担 っ て い る．こ の 下部組織で あ る 栄 養 食 品安 全 所 が 食

品衛生技術の 国内の 権威 で あ り，食品の リス ク評価 も行 っ

て い る，衛 生 部 も農業部 と同 様 に 地方 に は 直属 の 組織を持

た ず，省，地区，市，県の 政府を 通 じて政策を実施 して お

り，地 方 政 府 に よ っ て 浸 透の 度合 い に 差違 が あ る
S｝

と の こ

とで あ る．

　 こ の よ う に，中 国 で は 輸 出 入 に か か わ る検 査 検 疫 組 織 と

国 内 で の 食 品 衛 生 ・検 査検 疫 組 織 に 2 分 さ れ て お り，組織

の 仕組み や 業 務 実 施 体 制 も異 な る 2 元 構造 と な っ て い る と

い う特 徴 が あ る．特 に 輸 出入 に か か わ る 組織 ・体制 が 重

視 ・強 化 され て い て，食品 安全の 問題が 国外 へ の 食料輸出

の 推 進 と重ね 合わ せ に な っ て い る
8）．

5．食品安全 へ の取 り組み

　中国国内 で は ，農産物 の 残留農薬 に よ る汚 染問題 は，

2002年 の 日本 で の 輸入 野 菜 の 違反事件 に 比 べ て さ ら に 深 刻

凵本農 薬学 会誌

で あ っ た よ うで あ る．こ の 問題 は，1990年 代 後 半 頃 か ら 香

港 や上海 を 中心 に度 々 発生 し，残留農薬で 汚 染 され た 野 菜

に よ っ て 消費者が 中毒死 す る事態 に ま で な り，新聞紙上 で

「毒菜」 と して 取 り上 げ られ，社会問 題 に な っ て い る
t））

との

こ とで あ る．こ れ らの 事態 を受 け て，中国政府 は，2001年

4 月 に 国務 院 が 中心 に な って 『無 公 害 食 品行 動 計 画 』 を 作

成 した，農 業 部 で は こ れ を受 け て 以 下 の 四 つ の 政 策 を実 施

して い る
9〕．

　  『農 産 品質 量 安 全 法 』 を制 定 し，18 農 薬 の 使 用 を 禁

　　 止 し，19農薬の 使用 を制限す る．

　  農業技術普及 と農 業情報 シ ス テ ム を構 築 し，農産物 の

　 　 安 全 に 関 す る監 視 ・監 督 を 強 化 す る．

　  「無 公 害 食 品 」 （慣 行 栽 培 相 当 ） 生 産 支援 と加工 ，流

　　 通に 対す る政策的支援 の 実 施 を 行 う．

　  北 京市，天津 市，上 晦 市，深 せ ん市 に お い て試 験 的 に

　　 「無公害食品行動計画』 を実施 し，次 第 に 周辺 地 域 に

　　 波及 さ せ る．

こ れ ら の 政策 は 国民の 支持を得 て ほ ぼ 順調 に 進展 し，国内

の 主要 な 数 トの 都市 に 拡大 して い る
9〕 と され て い る．

　 ま た，こ れ とは 別 に 民間 レ ベ ル で 進 め られ て い る 「緑 色

食品」 （減農薬栽培相当），「有機食品 1 に 対 す る 支援 も

行 っ て い る，

お　わ　 り　 に

　筆者の 研究所へ 残留農薬
一

斉分析法の 研修の た め に 来 日

して い た 中国の 某地 方政 府 の 役 人 が，『WTO に加 盟 して か

ら 急 に 外国 との トラ ブ ル が 増 え た 』 と 言 っ て い た の を覚 え

て い る．中国は 2001年 12月 に WTO に 加盟 した こ とに よ

り，国 内外 に 多 くの 課 題 を
一

気 に 抱 え込ん で しま っ た．

　 中 国 で は，国 を 挙 げて 国 内の 体制や 設 備 ・技術 の 整備 ・

強 化 を大 車 輪 で 行 っ て い る と こ ろで あ る．WTO 加 盟 後 5 年

間 猶 予 さ れ て い た ，外 国 企 業 の 締 め 出 し と国 内企 業 の 保護

も，ま もな くで き な くな る．は た して 中国は 目論見通りに，

農産物 の 輸出を増 や し，国民 の 2t3を 占め る と 言 わ れ る農

民 の 所得を増加 させ，多くの 外貨を 獲得 し，政 治的 に安定

し た，世界の 食料倉庫 と して 君臨す る こ とが で き るの で あ

ろ うか．そ れ と も食料輸入超 大国に 陥 るの で あ ろ うか．共

産党 の
一

党独裁 に よ る 強い 政 治的指導力が 効 を奏 す る の か，

そ れ と も，余 りに も広 大 な 国土 と約 9 億 人 と され る農民 の

個 々 人 に ま で 指 導 が 行 き渡 らず に ，混 乱 が 続 い て し ま うの

で あ ろ うか．中 国 か ら大 量 の 農 産 物 の 供 給 を受 け て い る わ

が 国に と って も決 して 他 人 事で は な い ．
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